
【資料】
　スカウト進歩委員の役務

（１）団面接会の実施

　　　ＢＳ初級、２級、１級、菊、ＶＳ章、隼、冨士の団面接会を企画運営します。

　　団の面接委員を予め選任しておくことが肝心です。開設の詳細については資料

　　「2014面接の手引き（県連発行）と2013スカウト委員会の団面接手順について」

　　を学んでください。

　　　手引きではカブ課程の修得課目終了の面接のガイドがありますが、尾張東地区

　　では、今現在、ここまで望んでおりません。
　　　個人進歩記録簿を管理しておれば、面接時期の予定が可能です。

（２）進歩の促進と維持

　  ①　各隊のスカウト個人進歩記録元帳の収集と管理

　　　　　進歩記録元帳の写しを各隊隊長から提出させて、進歩に遅れがあるスカウ
　　　　トがいないか、隊長の目が一人ひとりのスカウトに行き届いているか点検
し、団委員会を通して、団委員長から各隊指導者に指導をお願いします。

　　　　　進歩元帳が記入できていない隊には、団委員会の了解を得て、援助に出向
　　　　くことも必要です。　　　　

　　②　各隊年間プログラムのチェック

　　　　　各隊の年間プログラムに各課程の進歩課目が、季節要素を加味して漏れな
　　　　く書き込まれているか、出席率７０％程度で進級出来るようになっている
か？

　　　＜例えば＞

　　　ＶＳ課程

　　　　・　高校一年４月にベンチャーバッジが修得することが出来るか？

                （ＢＳ隊指導者との協調が必要です。何故ならば、ベンチャー章課

　　　　　　　　　目はＢＳ課程の進歩課目と重複している項目が有るからです）

　　　　・　高校一年２月に隼章に進級出来るか？

　　　ＢＳ課程

　　　　・　上進後3ヶ月以内に初級章が修得できるようになっているか？

　　　　　　　　（ＣＳ隊指導者との協調＝上進章集会＝が必要です）

　　　　・　中学二年８月までに菊スカウトに進級できるようになっているか？

        ・  中学三年８月（ＢＳ終了時）には、ＶＳ章課目のターゲット・マスター

　　　　　　バッジ課目が修得できているか？　信仰奨励章が修得できているか？

　　　ＣＳ課程（平成２７年４月改定）
　　　　・　進級章がなおざりになっていないか？

　　　　　　進級章修得前は胸にバッジがありません。進級章を得て、くまは本当
　　　　　　のくまになります。進級課目は基本です。バッジ無しで１年経っていま
せんか？　遅くとも進級６ヶ月以内に進級章バッジを与えて下さい。
      　　以上のように、進歩の基本は年間プログラムに在ることを理解して、団総
　　　　会前の時点で、各隊の年間プログラムをチェックし、スカウトが正しく進歩
ができるように団委員会を通じて指導します。

　　③　各隊の月例プログラムのチェックと指導

　　　　各隊の月プログラムに、年間プログラムの進歩課目が、楽しいプログラムと

　　　なって盛り込まれているか？　集会のある二ヶ月前の団委員会に「月例隊集会

　　　計画書」の提出を求めてチェックします。不備が在れば、修正を指導します。

　

（３）地区面接の申請と同席

　　　菊、隼、富士は、団面接終了後書類を整え、地区面接を申請します。面接時に

　　は、当該隊長とともに面接に同伴します。

　　　地区へ面接申請書を提出する前にもう一度記入内容に間違いがないかチェッ

　　クするのが団のスカウト進歩委員の役務です。菊章で良くある間違いは・・・。

　　・　初級進級日以前にターゲットバッジやマスターバッジが授与されている

　　・　表彰の項に記入がない。県連５年・１０年表彰、団の顕彰、地域からの表彰

　　　　などです。ちなみに、県連表彰は県連総会日を記入します。

（４）技能章申請

　　　　隊長から技能章申請書・報告書類を受け取り、内容をチェックして誤りがな
　　　ければ、地区に技能章申請を行います。

　　　2013技能章申請・進級手続き手順書(120510改訂・隼入り)を参照下さい。

（５）進歩記章の購入と管理

　　　　これもスカウト委員の役務です。面接で記章を陪席の隊長へ記章を渡すこと
　　　を実施すれば個人進歩記録がそろいます。
（６）団の事業に参加

　　　団の総会、育成会、合同キャンプ、募集イベントなどなど、団が企画する事業

　　に企画段階から参与し積極的に行動して成功に導きます。

　　　また、隊の大きなプログラム（サイクリング、登山）にも要請があれば積極的

　　に奉仕します。

（７）地区事業への参加と奉仕

　　①　定例会議への参加

　　　　　定例会議に出席して、議題に対する団の意見を述べます。また、会議で決
定した事項や連絡事項を団内に反映・徹底させます。

　　②　地区事業への奉仕

　　　　　スカウト委員会主催事業（技能章講習会、フォーラムなど）は、もとより、

　　　　他部門の事業（カブ・ビーバーラリー、スカウトの日など）にも積極的に奉
　　　　仕します。

　　③　技能章考査員改選と選定

　　　　　団内の指導章考査員の任期は3年です。3年毎に適任者を改選し、新規委
　　　　員を選択して団委員長の承認印を受け、地区に申請します。

（８）講習会への参加と自己研鑽

　　　　積極活動には、知識が必要になります。このために、県主催の団委員研修所、
　　　実修所、地区の団委員研修会他へ参加して自己研鑽されることが大切です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



